
ARISTOS

【4.1】

数列 {an}を次式によって定義する.




a1 = 2

an+1 =
n

∏
k=1

ak +1 (n = 1, 2, 3, · · ·)

すべての正整数 nに対して, 不等式
n

∑
k=1

1
ak

< 1 (n = 1, 2, 3, · · ·)

が成り立つことを示せ.

1



ARISTOS

【4.2】

正整数 nに対して,
(
2−√3

)nという形の無理数を考える.

これらの無理数は何れもそれぞれ適当な正整数mによって,
√

m+1−√mの形に表されることを示せ.
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【4.3】

Oを中心とする円周上に異なる 3点 A0, B0, C0が右回りに配置されている.

整数 n≥ 0に対して, 点列 {An}, {Bn}, {Cn}を次の規則によって定義する.

• An+1は弧 AnBnを 2等分する点である. ただし, 弧 AnBnは Cnを含まない

• Bn+1は弧 BnCnを 2等分する点である. ただし, 弧 BnCnは Anを含まない

• Cn+1は弧 CnAnを 2等分する点である. ただし, 弧 CnAnは Bnを含まない

∠AnOBn = anとするとき, 次の問いに答えよ.

(1) すべての整数 n≥ 0に対して,

4an+2−2an+1 +an = 2π (n = 0, 1, 2, · · ·)

であることを示せ.

(2) a3nを a0を用いて表せ.
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【4.4】

与えられた正整数 kに対して, 数列 {an}を

a1 = 0, an+1 =
[

an +k
3

]
(n = 1, 2, 3, · · ·)

によって定義する. ただし, [x]は実数 xを超えない最大の整数を表す.

(1) k = 8, k = 9に対して, 一般項 anを求めよ.

(2) すべての正整数 nに対して,

an ≤ k−1
2

∧ an ≤ an+1

が成り立つことを示せ.

(3) ある番号 nに対して, an = an+1が成り立つとき,

n以上のすべての整数mに対して, an = amであることを示し, その anを求めよ.

4


